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今月の主な内容

この広報は、

古紙100％再生紙を使用しています

環境対応型インキを使用しています

◀人の動き▶
人　口　17,925人

　男　　 8,521人

　女　　 9,404人

世帯数　 6,664世帯
12月 1 日現在

町長新年ご挨拶 ･････････････････････････････②

町議会議長新年挨拶 ･････････････････････････③

南伊勢町議会開催ほか ･･･････････････････④・⑤

還付説明会のご案内ほか ･････････････････⑥・⑦

南伊勢高校だよりほか ･･･････････････････⑧・⑨

南伊勢町議会議員選挙ほか ･･･････････････⑩・⑪

くらしの情報 ･･･････････････････････････⑫・⑬

町立南伊勢病院からのお知らせ ･･･････････････⑭
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南
伊
勢
町
長稲

葉
輝
喜

新
年
の
ご
挨
拶

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
平
成
十
八
年
、
南
伊
勢
町
と
し
て
初
め

て
の
新
春
を
、
希
望
に
満
ち
た
清
々
し
い
気

持
ち
で
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
昨
年
は
、
国
の
内
外
を
問
わ
ず
様
々

な
出
来
事
が
生
じ
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、

当
町
に
と
り
ま
し
て
は
、
新
町
誕
生
と
い
う

大
き
な
節
目
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。
昭
和
の

大
合
併
か
ら
半
世
紀
を
経
て
、
平
成
の
合
併

が
進
め
ら
れ
る
中
、
昨
年
十
月
一
日
、
経
済

的
に
も
、
ま
た
、
住
民
生
活
や
文
化
の
面
に

お
い
て
も
深
い
結
び
つ
き
を
有
し
て
い
る
両

町
が
ひ
と
つ
と
な
り
、
南
伊
勢
町
が
誕
生
い

た
し
ま
し
た
。
改
め
ま
し
て
皆
様
の
ご
理
解
、

ご
協
力
に
対
し
心
よ
り
厚
く
感
謝
を
申
し
上

げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

新
年
に
あ
た
り
、
一
万
七
千
有
余
の
町
民

を
代
表
し
て
町
政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
の
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
、
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
す
が
、
皆
様
方
の
ご
期
待
に
応

え
る
べ
く
決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

南
伊
勢
町
は
こ
れ
ま
で
、
恵
ま
れ
た
自
然

環
境
な
ど
を
共
通
の
資
源
と
し
て
、
基
幹
産

業
の
水
産
業
や
農
業
を
中
心
に
発
展
し
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
近
年
は
、
先
行
き
が
不
透

明
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
町
の
現
状
と
将
来
の
課
題
を
見
据
え
な

が
ら
も
発
想
の
転
換
を
行
い
、
い
か
に
し
て

問
題
を
乗
り
越
え
て
い
く
の
か
を
考
え
る
こ

と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、少
子
高
齢
化
、情
報
化
、広
域
化
な

ど
社
会
情
勢
の
大
き
な
変
革
の
な
か
で
、
生

活
意
識
や
価
値
観
は
多
様
化
し
て
お
り
ま
す
。

依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
環
境
で
は
あ
り
ま

す
が
、
融
和
と
信
頼
を
基
本
理
念
と
し
て
地

方
分
権
時
代
に
相
応
し
た
「
自
主
・
自
立
」

の
行
政
運
営
を
確
立
し
、「
住
ん
で
よ
か
っ

た
」「
合
併
し
て
よ
か
っ
た
」
と
、
実
感
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
、
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
町
民
の
皆
様
と
と
も
に

考
え
、
と
も
に
創
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
何

よ
り
も
肝
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
今
後

の
南
伊
勢
町
の
飛
躍
と
発
展
の
た
め
に
、
な

お
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ど
う
か
新
し
い
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、

健
康
で
明
る
く
幸
せ
な
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。
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町
議
会
議
長山

出
公
一
郎

新
し
い
町 

新
し
い
時
代
を
迎
え
て

　

南
伊
勢
町
民
の
皆
様
、
輝
し
い
新
年
を
迎

え
る
に
あ
た
り
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

平
素
は
、
何
か
と
議
会
に
対
し
深
い
ご
理

解
を
い
た
だ
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ご
承
知
の
と
お
り
、
昨
年
10
月
1
日
旧
南

勢
、
南
島
の
町
が
合
併
し
新
し
く
南
伊
勢
町

が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
度
新
し
い
町
の
新
し
い
議

会
の
議
長
を
拝
命
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
若
輩
者
で
す
が
、
精
一
杯
町
民
の

為
の
議
会
運
営
に
努
力
を
し
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

国
の
大
き
な
方
針
で
あ
っ
た
市
町
村
合
併
に

よ
り
、
多
く
の
市
町
村
が
合
併
問
題
に
取
り

組
み
、
三
重
県
下
で
も
69
の
市
町
村
が
こ
の

3
月
ま
で
に
は
29
の
市
と
町
に
な
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
町
も
い
ろ
い
ろ
な
議
論
の
中
、

新
し
い
町
が
出
来
た
訳
で
す
が
合
併
の
効
果

は
人
件
費
の
削
減
等
も
含
め
て
3
〜
4
年
か

か
る
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。
高
齢
化
、
少
子

化
、
又
、
町
を
支
え
る
農
村
業
、
水
産
業
等

第
一
次
産
業
の
不
振
も
続
い
て
い
る
中
で
、

い
か
に
こ
の
町
を
確
立
化
し
活
性
化
し
て
い

く
為
に
も
、
議
会
は
議
会
の
立
場
と
し
て
議

論
を
重
ね
て
行
く
事
が
大
切
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　

地
方
分
権
一
括
法
が
制
定
さ
れ
、
そ
の
中

で
の
地
方
交
付
税
や
補
助
金
の
見
直
し
、
税

源
移
譲
の
三
位
一
体
改
革
は
財
政
力
の
弱
い

自
治
体
の
直
撃
は
さ
け
ら
れ
な
い
状
況
の
中

で
今
、
県
の
「
新
し
い
時
代
の
公
」
の
と
お

り
自
分
自
身
が
や
れ
る
事
（
自
助
）、
互
い

に
助
け
合
う
事
（
相
互
扶
助
）
行
政
が
や
れ

る
事
（
公
助
）
の
流
れ
が
よ
り
以
上
明
確
化

さ
れ
よ
う
と
云
う
時
代
に
な
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　

最
後
に
町
民
の
皆
様
の
御
健
勝
と
、
ご
多

幸
を
祈
願
し
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。
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平
成
17
年
第
2
回
南
伊
勢
町
議

会
（
臨
時
会
）
が
11
月
28
日
に
開

か
れ
、
上
程
議
案
は
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

●
南
伊
勢
町
助
役
定
数
条
例
に
つ

い
て

•
提
案
理
由

　

庁
内
業
務
の
役
割
を
分
担
し
、

責
任
の
明
確
化
と
迅
速
な
政
策
執

行
、
あ
わ
せ
て
町
内
の
融
和
を
図

る
こ
と
と
し
た
い
。

●
南
伊
勢
町
に
収
入
役
を
置
か
な

い
条
例
に
つ
い
て

•
提
案
理
由

　

出
納
そ
の
他
の
会
計
事
務
に
係

わ
る
処
理
基
準
が
確
立
さ
れ
、
運

営
の
公
正
さ
が
保
た
れ
て
い
る
と

い
う
会
計
事
務
の
現
状
に
鑑
み
、

収
入
役
を
廃
し
、
そ
の
事
務
を
町

長
に
兼
掌
さ
せ
る
も
の
と
し
た
い
。

●
南
伊
勢
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

•
提
案
理
由

　

本
年
度
の
人
事
院
勧
告
に
基
づ

き
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

給
料
月
額
の
引
き
下
げ
、
扶
養
手

当
等
の
改
定
、
加
え
て
同
条
例
第

南
伊
勢
町
議
会
開
催

　

町
村
合
併
に
伴
い
指
定
ご
み

袋
及
び
ビ
ン
・
ガ
ラ
ス
・
そ
の

他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等
ご
み
処
理

方
法
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
ご
み
の
分
別
に
つ
い

て
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力

を
お
ね
が
い
し
ま
す
。

 
指
定
ご
み
袋

　

指
定
ご
み
袋
は
、
町
内
の
指

定
店
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

燃
え
る
ご
み
に
つ
い
て
は
、
町

指
定
の
ご
み
袋
に
よ
り
だ
し
て

く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、「
旧
南
勢
町
指
定

ご
み
袋
」
の
在
庫
が
あ
る
方
は

な
く
な
る
ま
で
使
用
し
て
い
た

だ
い
て
結
構
で
す
。

 

そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

 

の
出
し
方

　

出
さ
れ
て
い
る
そ
の
他
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
中
に
不
適
物
（
紙
類
・

バ
ケ
ツ
等
ナ
イ
ロ
ン
製
品
・
オ
ム

ツ
・
生
ご
み
・
汚
れ
た
ま
ま
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
等
）
が
混
入
さ
れ
て

い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

せ
っ
か
く
分
別
し
て
出
し
て
い

た
だ
い
た
資
源
を
生
か
す
た
め
に

も
、
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、

表
示
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
け
を
入

れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

燃
え
る
ご
み
以
外
に
つ
い
て
は
、

透
明
、
半
透
明
の
袋
で
出
し
て
い

た
だ
い
て
結
構
で
す
。

　

詳
し
く
は

生
活
カ
レ
ン

ダ
ー
で
確
認

し
て
く
だ
さ

い
。

ご
み
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
キ
ャ
ッ
プ

を
外
し
、
中
を
よ
く
洗
っ
て
か

ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

収
集
場
に
出
す
際
は
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
を
直
接
収
集
ネ
ッ
ト
に

入
れ
て
持
っ
て
来
た
レ
ジ
袋
等

は
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
（
キ
ャ
ッ
プ
は
そ
の
他
プ
ラ

の
日
に
出
し
て
下
さ
い
。）

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

出
し
方
に
つ
い
て

助役
教育長
就任

18
条
第
2
項
に
規
定
す
る
期
末
手

当
の
額
の
う
ち
、
12
月
期
支
給
率

を
1
0
0
分
の
5
引
き
上
げ
る
も

の
で
あ
る
。

●
南
伊
勢
町
教
育
委
員
会
教
育
長

の
給
与
及
び
勤
務
時
間
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

•
提
案
理
由

　

教
育
委
員
会
教
育
長
の
期
末
手

当
及
び
勤
勉
手
当
の
支
給
率
の
合

計
を
、
町
長
及
び
助
役
の
期
末
手

当
の
支
給
率
に
合
わ
せ
、
明
示
す

る
も
の
で
あ
る
。

・
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

•
提
案
理
由

　

町
立
南
伊
勢
病
院
の
医
師
を
阿

曽
浦
診
療
所
に
派
遣
し
診
療
を
行

う
た
め
に
、
規
定
の
整
備
を
必
要

と
す
る
た
め
。

・
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

い
て

•
提
案
理
由

　

南
伊
勢
町
発
足
に
伴
い
教
育
委

員
会
委
員
を
新
た
に
選
任
す
る
必

要
が
生
じ
た
た
め

　

東　

直
昭　
　

山
本
豊
子

　

加
藤
節
雄　
　

中
谷
之
俊

　

山
本
琢
三

　

11
月
28
日
第
2
回
臨
時
議
会
に
お
き
ま
し
て
、
助

役
2
名
の
定
数
条
例
が
制
定
さ
れ

　

平
成
17
年
12
月
1
日
付
で
南
勢
庁
舎 

川
口
米
人

氏
、
南
島
庁
舎 

世
古
好
弘
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
の
教
育
長
は
平
成
17
年
11
月
29
日
付

で
山
本
琢
三
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。
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（注） 公表する内容は、公表する時点の予定であり、公表した後に変更または追加される場合があります。尚、公表する工事は、予定価格が250万円以上です。

公共事業発注見通し一覧表（平成17年12月現在）

工　　事　　名 工事場所 工事期間 種　　別 工 事 概 要 入札の方法 入札の時期 予算との関連 所管課
古 和 浦 漁 港 海 岸 津 波
危機管理対策緊急事業 古 和 浦 3ヶ月 土木工事 胸壁工1.0式 指名競争

入 札 第4四半期 水 産
海 洋 課

古和浦漁港側溝改修工事 古 和 浦 3ヶ月 土木工事 側溝工L=20m
舗装工60㎡

指名競争
入 札 第4四半期 水 産

海 洋 課

宿 田 曽 漁 港 県 単
改 良 事 業 工 事 田 曽 浦 3ヶ月 土木工事 側溝工L=60m

舗装工1700㎡
指名競争
入 札 第4四半期 水 産

海 洋 課

中道青知線側溝整備工事 村山地内 3ヶ月 土木工事 側 溝 整 備 指名競争
入 札 第4四半期 建 設 課

村山地区避難路整備工事 村山地内 3ヶ月 土木工事 避難路整備 指名競争
入 札 第4四半期 防 災

安 全 課

古 和 浦 地 区
避 難 路 整 備 工 事

古 和 浦
地 内 3ヶ月 土木工事 避難路整備 指名競争

入 札 第4四半期 防 災
安 全 課

道 行 竈 地 区
避 難 路 整 備 工 事

道 行 竈
地 内 3ヶ月 土木工事 避難路整備 指名競争

入 札 第4四半期 防 災
安 全 課

南 島 中 学 校 テ ニ ス
コ ー ト 整 備 工 事 2ヶ月 土木工事 テニスコート

整 備
指名競争
入 札 第4四半期 建 設 課

南 島 中 学 校 ク ラ ブ
ハ ウ ス 建 築 工 事 2ヶ月 建築工事 ブロック構造

平 屋
指名競争
入 札 第4四半期 建 設 課

穂原小学校校舎改修工事 1ヶ月 建築工事 アスベスト撤去
及び便所改修

指名競争
入 札 第4四半期 建 設 課

南 伊 勢 町 資 料
保 存 館 建 築 工 事 東宮地内 3ヶ月 建築工事 指名競争

入 札 第4四半期 生 涯
学 習 課

総 合 グ ラ ン ド
管 理 等 建 築 工 事

伊 勢 路
地 内 3ヶ月 建築工事 指名競争

入 札 第4四半期 生 涯
学 習 課

漁業集落環境整備事業 神 前 浦 3ヶ月 地質調査 1.0式 指名競争
入 札 第4四半期 下水道課

漁業集落環境整備事業 神 前 浦 5ヶ月 管路施設
工 事 L=660m 指名競争

入 札 第4四半期 下水道課

漁業集落環境整備事業 礫 浦 3ヶ月 地質調査 1.0式 指名競争
入 札 第4四半期 下水道課

漁業集落環境整備事業 礫 浦 4ヶ月 管路施設
工 事 L=595m 指名競争

入 札 第4四半期 下水道課

特定環境保全公共下水道 五ヶ所浦 6ヶ月 管路施設
工事（推進） L=130m 指名競争

入 札 第4四半期 下水道課

特定環境保全公共下水道 五ヶ所浦 6ヶ月 管路施設
工 事 L=250m 指名競争

入 札 第4四半期 下水道課

特定環境保全公共下水道 五ヶ所浦 3ヶ月 管路施設
工 事 L=110m 指名競争

入 札 第4四半期 下水道課

特定環境保全公共下水道 船 越 3ヶ月 電気設備
工 事 電気設備工事 指名競争

入 札 第4四半期 下水道課

特定環境保全公共下水道 切 原 6ヶ月 機械設備
工 事 機械設備工事 指名競争

入 札 第4四半期 下水道課

特定環境保全公共下水道 五ヶ所浦
飯 満 5ヶ月 処 理 場

工 事 附 帯 工 事 指名競争
入 札 第4四半期 下水道課
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平
成
17
年
度 

点
訳
奉
仕
員
養
成
講
習
会

　

視
覚
障
害
者
の
福
祉
に
理
解
と

熱
意
の
あ
る
人
に
、
点
字
技
術
の

指
導
を
行
い
、
も
っ
て
点
字
図
書

の
増
加
を
図
る
と
と
も
に
、
視
覚

障
害
者
の
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

●
日
時

2
月
10
日（
金
）、13
日（
月
）、17

日（
金
）、20
日（
月
）、24
日（
金
）

（
全
5
回
）

午
後
1
時
30
分
〜

　
　

午
後
3
時
30
分

●
場
所

津
市
一
身
田
大
古
曽
6
9
3-

1

三
重
県
人
権
セ
ン
タ
ー

3
階
大
セ
ミ
ナ
ー
室

※
受
講
料
は
無
料
で
す
が
教
材
費

が
必
要
で
す
。

教
材
費

点
字
器
代 

1
，4
0
0
円
と
テ
キ

ス
ト
代 

6
3
0
円

募
集
人
員
…
…
50
名
ま
で

受
講
の
可
否
は
1
月
30
日
ま
で
に

本
人
へ
通
知
い
た
し
ま
す

●
対
象
者

　

県
内
に
居
住
す
る
18
才
以
上
の

実
施
募
集
に
つ
い
て

初
級

マ
イ
ホ
ー
ム
を
住
宅　

ロ
ー
ン
で
取
得
し
た
方

還
付
説
明
会
の
ご
案
内

・
住
宅
取
得
資
金
に
係
る
借

入
金
の
年
末
残
高
等
証
明
書

（
金
融
機
関
か
ら
交
付
）

・
土
地
家
屋
の
登
記
簿
謄
本
、

ま
た
は
抄
本
（
法
務
局
で
申

請
し
受
け
る
）

・
土
地
家
屋
の
売
買
契
約
書
の

コ
ピ
ー
、
ま
た
は
工
事
請
負

契
約
書
の
コ
ピ
ー

・
住
民
票
の
写
し 

・
源
泉
徴
収
票
（
給
与
所
得
者

の
方
の
み
、
2
ケ
所
以
上
か

ら
収
入
の
あ
る
方
は
全
て
必

要
）

・
収
支
決
算
書
（
事
業
所
得
が

あ
る
場
合
の
み
必
要
）

・
源
泉
徴
収
票
（
給
与
所
得
者

の
方
の
み
）

・
保
険
金
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ

た
金
額
が
わ
か
る
も
の

・
支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収

書
（
医
療
機
関
別
に
明
記
し
、

あ
ら
か
じ
め
計
算
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
）

と
き
・
と
こ
ろ

　

平
成
18
年
2
月
1
日（
水
）

・
午
前
10
時
〜
12
時
（
住
宅
借
入

金
等
特
別
控
除
を
受
け
る
方
）

・
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

（
医
療
費
控
除
・
退
職
所
得
控

除
を
受
け
る
方
及
び
年
金
所
得

者
の
方
）

南
伊
勢
町
役
場
南
島
庁
舎
二
階

第
一
会
議
室

と
き
・
と
こ
ろ

　

平
成
18
年
2
月
2
日（
木
）

・
午
前
10
時
〜
12
時
（
住
宅
借
入

金
等
特
別
控
除
を
受
け
る
方
）

・
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

（
年
金
所
得
者
の
方
）

　

平
成
18
年
2
月
3
日（
金
）

・
午
前
10
時
〜
12
時
（
医
療
費
控

除
・
退
職
所
得
控
除
を
受
け
る

方
）

・
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

（
年
金
所
得
者
の
方
）

南
伊
勢
町
役
場
南
勢
庁
舎
二
階

会
議
室

※
当
日
は
、
申
告
書
の
提
出
が
で

き
ま
す
の
で
、
印
鑑
、
本
人
名

義
の
預
貯
金
口
座
の
わ
か
る
も

の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

平
成
17
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
所
得

税
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告
書
は
2
月
15
日
以
前
で
も
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
伊
勢
税
務
署
で
は
役
場
を
会
場
に
マ
イ
ホ
ー
ム
を

住
宅
ロ
ー
ン
で
取
得
し
た
方
、
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
方
、
退
職

金
か
ら
所
得
税
を
源
泉
徴
収
さ
れ
た
方
を
対
象
に
、
還
付
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

な
お
、
途
中
か
ら
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
時
間
を
厳
守

の
う
え
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
申
告
に
必
要
な
書
類
等

多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
方

・
源
泉
徴
収
票
（
退
職
所
得
・

給
与
所
得
）

・
退
職
後
に
掛
け
た
社
会
保
険

料（
任
意・
継
続
の
健
康
保
険

な
ど
支
払
額
が
わ
か
る
も
の
）

退
職
金
か
ら
所
得
税
を

源
泉
徴
収
さ
れ
た
方　

 

く
わ
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は

南
伊
勢
町
役
場
税
務
課

（
☎
0
5
9
9
‐
66
‐
1
1
1
2
）

者
で
、
5
回
の
講
習
会
に
連
続
し

て
参
加
で
き
る
方

（
今
回
の
受
講
者
を
対
象
に
4
月

か
ら
1
年
間
の
予
定
で
中
級
講
習

会
を
予
定
）

●
申
し
込
み
締
切

　

1
月
16
日（
月
）ま
で

●
申
し
込
み
先
と
お
問
い
合
わ
せ

　

南
伊
勢
町
介
護
福
祉
課

T
E
L 

0
5
9
9-

66-

1
1
1
5

F
A
X 

0
5
9
9-

66-

2
1
6
6

実
施
機
関

　

社
会
福
祉
法
人

　

三
重
県
視
覚
障
害
者
協
会
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確定申告書は
　ホームページで楽々作成

そんな方には

平成17年分の確定申告時期が近づいて
来たけど、毎年申告会場は混雑する
から嫌だな。
仕事が忙しくて、税務署には行けないし。
どうしようかな・・・。

確定申告書はホームページで楽々作成
確定申告書の作成は国税庁ホームページを
ご利用ください。
国税庁ホームページアドレスは
http://www.nta.go.jp
または検索サイトで「国税庁」と入力していただ
ければ、国税庁ホームページにアクセスできます。

24時間いつでも利用できます!

ホームページでは

①画面の案内に従って必要項目を入力すれば、
簡単に確定申告書の作成ができるよ。
②作成した確定申告書等はプリントして添付
書類と一緒に税務署へ郵送してね。

●お問い合わせは
　伊勢税務署（☎0596-28-3191）
　〒516-8511 伊勢市岩渕一丁目2番24号
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□図書館開放予定日　1月カレンダー

南伊勢高校だより南伊勢高校だより
□南勢地域中高一貫教育研修会　開催
　南伊勢高等学校南勢校舎にて、11月30日（水）に三重大学副学長　山
田康彦教授を迎えて、『中高一貫教育の課題と展望』と題してご講演
をいただきました。南勢中学校と南勢校舎の教職員を中心に約40名が
参加しました。先生の示唆に富んだお話は今後の私たちの取組に生か
すことの出来る実践的なお話でした。県教委のOJT支援グループの援
助もいただき、有意義な研修会になりました。

□南勢高校・南伊勢高校南勢校舎　公開授業・授業参観　開催
　11月24日（木）に公開授業・授業参観を実施しました。この日は 1日
保護者の方や中学校の先生方に自由な時間に学校に来ていただき授業
や生徒の普段の学校生活を見ていただきました。この日は、教室での
授業に加えて、1年生の総合的な学習の時間の『輝ひ体験実習』があ
り活き活きとした生徒の姿がありました。この時に聞かせていただい
たご感想やご意見を今後の学校の活動に生かしていきたいと考えてい
ます。

□南島高校・南伊勢高校南島校舎　総合学習・会社見学　実施
　さる11月18日に総合学習・会社見学が行われました。私たち1年生は、ふれあいセンター南島で「わ
たしたちの町の主な自然災害」という話を浅井先生から、古和浦区長の上村辰也さんから、「～東
南海地震体験談～」を聞かせていただきました。地震がいつ来てもおかしくないと言われているな
かで、改めて地震の怖さや被害の大きさ、そして準備の大切さを実感しました。午後からのフィー
ルドワークでは、昭和19年の津波の際に殉職された加藤六一
吉津警察署長さんの慰霊碑や、津波の高さが示されている看
板を見学に行きました。津波の高さは思っていたよりはるか
に高く、大変驚きました。その後、伊藤忠飼料さんの見学に
行きました。そこでは 3つの班にわかれて別々の行動をとり、
真鯛の養殖筏を見に行ったり、工場で箱詰めするまでの作業
を見たり、研究所に行って稚魚に餌を与えたりとさまざまな
体験をしました。会社の仕事がよくわかりとても参考になり
ました。

月 火 木 金

△ △
9 10 12 13

◎ ◆ ×
16 17 19 20
◆ ◆ ◆ ◆
23 24 26 27
◆ ◆ ◆ ◆
30 31
◆ ◆

◎13:00～17:00
○15:40～17:00
△ 9:00～17:00
◆12：35～13：15、15：40～17：00
×地域開放日ではありません

・開館日は会議出張等で変更することがあります。
　ご了承ください。

ホームページにて南勢校舎図書館の活動を紹介しています。
http://www.mie-c.ed.jp/hnanse/library/l-top.htm

月 火 木 金
2 3 5 6
× × × ×
9 10 12 13
× ○ ○ ○
16 17 19 20
○ ○ ○ ○
23 24 26 27
× ○ × ○
30 31
○ ○

南勢校舎図書館 南島校舎図書館
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●110番は、緊急通報用の電話です。
　110番は、県下で101，679件（平成16年中）が通報されており、年々増加しています。
この中には、緊急対応を必要としない相談等が数多くあり、緊急通報に対する警察の対応が遅れる
おそれがあります。
　110番の目的に沿った正しい利用をお願いします。
　＜困りごとや悩み事は＞
　　☎059－224－9110 又は「#9110」（プッシュ回線・携帯電話のみ可）へ電話して下さい。

●110番通報するときは、落ち着いて次のポイントを要領よく通報して下さい。
　★いつ　　★どこで　　★何があったか　　★犯人は　　★あなたの住所、氏名

●携帯電話からの110番は、次のことに注意して下さい。
　携帯電話で移動しながらの通報は、通話が途切れたり、聞こえなくなったりします。
　必ず立ち止まってから通話をして下さい。
　また、県境付近は他府県の警察につながることがあるので注意して下さい。

●聴覚障害者の方からの110番は、次の手段をご利用下さい。

　★メール110番　　　（メールアドレス  miekenkei110@police.pref.mie.ip）
　★ファックス110番　（FAX 059－229－0110）

住宅用火災警報器の設置義務化について
　住宅火災による死者を減らすために、消防法及び志摩広域消防組合火災予防条例、紀勢地区広域消防組合
火災予防条例の一部が改正され、全ての住宅に「住宅用火災警報器」等の設置が義務づけられることになり
ました。
　新築住宅については、6月1日から設置が必要になります。また、既存住宅は平成20年6月1日までに設
置しなければなりません。
　基本的な取り付け場所は寝室になりますが、寝室が2階などにある場合は階段にも設置が必要となります。
　取り付け方については、取扱店へ相談したり取扱い説明書をよく読んで、正しい位置に取り付けましょう。
　住宅用火災警報器は、防災設備取扱店やホームセンターなどで購入できますが、購入の目安として日本消
防検定協会NSマークが付いているものを選びましょう。

〇住宅用火災警報器とは ?

　住宅用火災警報器には、煙式警報器と熱式警報器の二種類に区分されるとともに、それぞれの警報器に供
給される電源の種類によってAC100V方式と乾電池方式があります。
 煙式警報器 　火災により発生する煙を感知し火災の発生を警報音又は音声で知らせます。（原則的に住宅

の寝室・階段等に設置します。）
 熱式警報器 　火災により発生する熱を感知し火災の発生を警報音又は音声で知らせます。（設置義務はあ

りませんが、台所などに設置することが望ましいです。）

〇悪質な訪問販売等に十分注意

　消防職員に似た服装で、住宅用火災警報器を不適正な価格で売ったり、購入を無理強いするなどの業者に
はご注意下さい。
　消防署が住宅用火災警報器を販売することはありません。

お問い合わせ　志摩広域消防組合　　　☎0599-43-1418
　　　　　　　紀勢地区広域消防組合　☎0598-82-3613

1月10日は「110番の日」110番の日110番の日
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平成18年度
松阪高等学校通信制課程入試日程
学校説明会
2 月12日（日）　14：00～16：30
3 月11日（土）　14：00～16：30
（いづれも会場は松阪高校）
受付期間
2 月22日（水）～ 2月27日（月）正午
（9：00～16：00、但し土・日曜日は受付しません。
2月27日の受付は12：00までです。）

面 接 日　　 3月10日（金）
簡単な面接を行ないます。学力テストはありま
せん。

＊定員に満たないときは、二次募集を行ないます
受付期間
3 月20日（月）～ 4月 7日（金）正午
（9：00～16：00、但し土・日曜日、祝日は受付しま
せん。4月7日の受付は12：00までです。）

面 接 日　　 4月 9日（日）
簡単な面接を行ないます。学力テストはありま
せん。

お問い合わせ
　松阪高等学校通信制課程　☎0598－26－7522

飼主のみなさんへ !
　最近住民からの苦情が多く聞かれますので、
モラルを守って正しく飼いましょう。

1．犬の放し飼いは止めましょう。
2．散歩の時はフンの後始末をしましょう。
3．新たに犬を飼われた方や登録を忘れてい
る方、若しくは新たに生まれた仔犬は登
録が必要です。必ず登録してください。

4．飼犬が亡くなった
り、譲渡したり
又は転出をする時
は役場生活環境課
（室）まで連絡して
ください。

生活環境課　☎0596-77-0005
生活環境室　☎0599-66-2206

無料法律相談所開設
三重県司法書士会伊勢支部では次のと
おり無料法律相談所を開設致しますの
で、ご利用下さい。

日　　時　 2月12日（日）
　　　　　午前10時～午後 3時

場　　所　伊勢市黒瀬町562－12
伊勢トピア（伊勢市生涯学
習センター）予約不要

相談内容
相続・贈与・売買などの不動産登記全般
会社の設立・増資・役員の変更など
の商業登記全般
自己破産・調停・個人再生手続、法
律扶助の方法
訴え、その他裁判所提出書類作成
等々、市民の方々が抱えている身近
な問題。

お問い合わせ
三重県司法書士会伊勢支部
　　　　岡　秀夫 ☎0599－72－0510
　　　　川元秀幸 ☎0596－21－3120

　南伊勢町選挙管理委員会は、平成17年12月22
日（木）に同委員会を開き平成18年 4 月30日の任
期満了にともなう南伊勢町議会議員選挙の日程
を次のとおり決定しました。

告示日／4月11日（火）

選挙日／4月16日（日）

定　数／18人

• お問い合わせ
　南伊勢町選挙管理委員会　☎0599-66-1111

南伊勢町議会議員選挙
お 知 ら せ
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　島津小学校では、毎年、南島で捕れたアジを使って干
物作りを行っています。
　これは、地域の特産物である干物を作り郷土産業を理
解することを目的としています。
　今年も11月29・30日に 1 年生から 6年生57名が古和浦
の水産加工業者の栁生長生さんを講師に迎え干物作り体
験学習を行いました。
　1年生は 6年生と 2年生は 5年生と 3年生は 4年生と
組になって一緒に協力しながらアジをさばき干物を作り
ました。今年は、約400匹のアジを各学年が研究した塩
味と栁生さんのプロの塩味で仕上げました。
　翌日の給食のメニューは、出来たアジの干物、みんな
で育て収穫したサツマイモのまぜご飯でした。おいしい
給食にみんな舌鼓をうちました。
　また、お土産として一人 3枚ずつ持ち帰るとともに、
今年も120枚の干物を特別養護老人ホーム「真砂寮」に
寄附しました。
　『干物作りを終えて』　　2年　浦和香菜
おさおさんが　見本を見せた　じょうずだった
20 びょうで　できた
わたしも　やってみた　ぬるぬるした
40 びょうかかった

　　　　　　　　　　　　5年　磯﨑貴希
　ぼくが一番難しいと思ったのは、えらと内臓を取るとこ
です。そして、頭から背中を切るところも難しかったです。
簡単なとこは、背中にすじを
入れるとこです。塩水を作る
ときも塩をどんだけ入れたら
ええかみんな迷っていました。
干物を持ち帰るときみんな栁
生さんのをもらってやっぱり
上手やなと思いました。

小
こ

山
やま

　伊
い

颯
ぶき

くん【16 年・9 月
7日生まれ 】

あけましておめでとう ! 今年もよろしくね !

お外遊びが大好きな僕だけど、一番好きなの

は車に乗ること。

ハンドルをもったらはなさないよ ! クラクショ

ンの音にびっくりしちゃうときもあるけどね

(>_<)　　 村山（ご両親は、小山達也・望さん）

　

11
月
27
日（
日
）相
賀
浦
で
平
家

落
人
の
み
ち
散
策
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
相
賀
浦
の
再
生
と
活

性
化
を
図
る
た
め
に
始
め
た
事
業

で
す
。

　

こ
の
日
は
、
町
外
よ
り
1
2
0

名
の
参
加
者
が
あ
り
、
米
子
の
浜

ま
で
汗
を
か
き
な
が
ら
楽
し
く
散

策
し
ま
し
た
。

　

浜
で
は
、
地
元
に
伝
わ
る
平
家

落
人
の
伝
説
を
畑 

弘
さ
ん
に
お

平
家
落
人
の　

　
　

み
ち
散
策

話
し
て
い
た
だ
き
、
下
山
後
は
海

ぼ
う
ず
で
ふ
る
ま
っ
て
い
た
だ
い

た
郷
土
料
理
に
皆
で
舌
鼓
を
う
ち

ま
し
た
。

　

ま
た
、1
月
29
日（
日
）に
は「
相

賀
浦
の
伝
説
と
味
わ
い
竈
方
祭

り
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

島津小学校 干物作り体験学習

　11月27日ふれあいセンターなんとうで、南伊
勢町社会福祉大会が行われました。
　これは、「だれもが安心して暮らすことので
きるふくしのまちづくり」を推進していくため
に、住民の皆さんに福祉やボランティア等に関
心や親しみを持ってもらおうという主旨のもと
開催されました。午前は社会福祉に貢献された
方の表彰式があり、午後からの講演会では、「い
つも何かにときめいていよう」を演題に女優の
藤田弓子さんにお話していただき、会場からは
たくさんの拍手がおくられました。

第１回
南伊勢町社会福祉大会
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 日 月 火 水 木 金 土
 1 2 3 4 5 6 7 
 8 9 10 11 12 13 14 
15 16 17 18 19 20 21 
22 23 24 25 26 27 28 
29 30 31

乳
幼
児
健
康
相
談

▼
と
き
・
と
こ
ろ

1
月
17
日（
火
）

午
前
9
時
30
分
〜
10
時
30
分

（
受
付
時
間
）

町
民
文
化
会
館
（
五
ヶ
所
浦
）

1
月
26
日（
木
）

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3
時

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
な
ん
と
う（
村
山
）

▼
対
象
者

　

未
入
園
児（
主
な
対
象
者
は
、5
・

7
・
12
・
24
ヶ
月
の
お
子
さ
ん
で
す
。）

▼
と
き
・
と
こ
ろ

1
月
20
日（
金
）

午
前
9
時
30
分
〜
正
午

町
民
文
化
会
館
（
五
ヶ
所
浦
）

▼
対
象
者

　

離
乳
食
に
興
味
の
あ
る
方

1
歳
6
ヶ
月
児
健
診

▼
と
き
・
と
こ
ろ

2
月
10
日（
金
）

午
後
1
時
〜
1
時
30
分
（
受
付

時
間
）

町
民
文
化
会
館
（
五
ヶ
所
浦
）

▼
対
象
者

　

平
成
16
年
6
月
1
日
〜
平
成
16

年
8
月
31
日
生
ま
れ
の
児

3
歳
児
健
診

▼
と
き
・
と
こ
ろ

2
月
3
日（
金
）

午
後
1
時
〜
1
時
30
分
（
受
付

時
間
）

町
民
文
化
会
館
（
五
ヶ
所
浦
）

▼
対
象
者

　

平
成
14
年
6
月
1
日
〜
平
成
14

年
8
月
31
日
生
ま
れ
の
児

わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ

▽
♪
お
正
月
遊
び

1
月
11
日（
水
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

町
民
文
化
会
館
（
五
ヶ
所
浦
）

▽
♪
箱
で
遊
ぼ
う

1
月
25
日（
水
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

町
民
文
化
会
館
（
五
ヶ
所
浦
）

▽
♪
な
に
か
な
？
な
に
か
な
？

2
月
8
日（
水
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

町
民
文
化
会
館
（
五
ヶ
所
浦
）

▼
対
象
者　

未
入
園
児

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▽
親
子
す
ご
ろ
く
大
会

　
（
は
じ
め
の
い
っ
ぽ
の
会
）

1
月
12
日（
木
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
な
ん
と
う（
村
山
）

申
込
締
切　

1
月
11
日
ま
で

▽
親
子
ふ
れ
あ
い
広
場

1
月
13
日（
金
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

古
和
浦
防
災
セ
ン
タ
ー

申
込
締
切　

1
月
11
日
ま
で

▽
親
子
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

1
月
18
日（
水
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
な
ん
と
う（
村
山
）

申
込
締
切　

1
月
17
日
ま
で

▽
親
子
ふ
れ
あ
い
広
場

1
月
20
日（
金
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

贄
浦
漁
民
会
館

申
込
締
切　

1
月
17
日
ま
で

▽
人
形
劇
を
楽
し
む

1
月
26
日（
木
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
な
ん
と
う（
村
山
）

申
込
締
切　

1
月
20
日
ま
で

★
事
業
に
参
加
さ
れ
る
方
は
必
ず

申
込
お
願
い
し
ま
す
。

★
11
日（
水
）・
17
日（
火
）・
24
日

（
火
）訪
問
事
業
を
行
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

☎
・
F
A
X

0
5
9
6
‐
72
‐
1
0
1
4

（
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）

0
5
9
6
‐
76
‐
0
0
7
6

（
子
育
て
サ
ロ
ン
）

E-m
ail nanto-ko@

am
igo2.ne.jp

URL http://www.amigo2.ne.jp/̃nanto-ho/

成
人
健
康
相
談

▼
と
き
・
と
こ
ろ

1
月
11
日（
水
）

午
前
9
時
30
分
〜
正
午

　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
な
ん
と
う（
村
山
）

▼
対
象
者　

成
人
一
般

運転免許証の更新の
お知らせ

▼とき・ところ
1 月12日（木）　午前10時～10時45分
ふれあいセンターなんとう多目的ホール
1月26日（木）　午前10時～10時45分
南伊勢町町民文化会館

お知らせハガキに指定された場所で
更新の手続きをお願いします。

更新手続きに必要なもの
①お知らせハガキ
②運転免許証
③手数料
④写真（ 3 ㎝×2.4 ㎝）

●詳しくは
防災安全課（10599－66－0255）
地域サービスセンター総務室（10596－
77－0001）まで

わ
い
わ
い
ク
ラ
ブ

（
離
乳
食
教
室
）
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各業務のお問合わせは各業務のお問合わせは各業務のお問合わせは
月
の
納
税
と
納
付

◆南勢庁舎　市外局番（0599）

総務課 66－1111
行政改革推進室 66－1154
防災安全課 66－0255
企画商工観光課 66－1366
税務課 66－1112
住民保険課 66－1116
健康福祉課 66－1114
介護福祉課 66－1115
地域サービスセンター
　産業土木室 66－1250
　生活環境室 66－2206
会計課 66－1770
議会事務局 66－1781
（FAX）議会フロア 66－2164
（FAX）総務フロア 66－1904
（FAX）企画フロア 66－1846
（FAX）事務課フロア 66－2166
（FAX）地域サービスフロア 66－1113
町立南伊勢病院 66－0011

◆南島庁舎　市外局番（0596）

建設課 77－0008
水産海洋課 77－0007
農林課 77－0006
下水道課 77－0009
水道課 77－0010
生活環境課 77－0005
クリーンセンター 76－1233
地域サービスセンター
　総務室 77－0001
　住民室 77－0011
学校教育課（ふれあいセンターなんとう） 
 76－0001
生涯学習課（ふれあいセンターなんとう） 
 76－1011
（FAX）1階フロア 76－0279
（FAX）2階フロア 76－1660
（FAX）ふれあいセンターフロア
 76－1114

◆出張所

南伊勢町役場 宿田曽出張所
 0599－69－2001
南伊勢町役場 中島出張所
 0596－72－1040
南伊勢町役場 鵜倉出張所
 0596－72－0004
南伊勢町役場 島津出張所
 0596－78－0001

 1
町　県　民　税　 4期分（1月分）旧南勢町

国民健康保険税（料）　10期分（1月分）

住　　宅　　料　 1月分

水　　道　　料　12月分（旧南勢町）

　　　　　　　　11月分（旧南島町）

介 護 保 険 料　10期分（旧南勢町）

　　　　　　　　 9期分（旧南島町）　

社
会
保
険
庁
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
の
老
齢
年
金
等
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

受
給
さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ん
へ

「
平
成
17
年
分 

公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
の
老
齢
年
金
や
老
齢
基
礎
年
金
な

ど
は
、
税
法
上
「
雑
所
得
」
と
み
な
さ
れ
所
得
税
の
課
税
対

象
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
社
会
保
険
庁
は
年
金
を
支
払
う
際
に
所
得
税

の
源
泉
徴
収
を
行
い
、老
齢
年
金
な
ど
の
受
給
者
全
員
に
「
公

的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
が
1
月
31
日
ま
で
に
送
付
さ
れ

ま
す
。

　

2
つ
以
上
の
年
金
を
受
け
て
い
る
人
や
、
年
金
の
ほ
か
に

給
与
所
得
な
ど
が
あ
る
人
は
確
定
申
告
の
と
き
源
泉
徴
収
票

の
添
付
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。

障
害
年
金
や
遺
族
年
金
に
つ
い
て
は
課
税
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
の
で

源
泉
徴
収
票
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

真砂寮臨時職員募集
　真砂寮では臨時職員の募集をします。
1、職種及び募集人員　介護職員　若干名
2、給与および服務　　組合の給与条例および服務規程による
3、受験資格
①高校卒業以上の学歴を有する方で年齢20歳～45歳未満の方
②日本国籍を有し、地方公務員法第16条（欠格事項）に該当しない方
③提出書類　（1）受験申込書　（2）自筆履歴書　（3）健康診断書
④提出書類の受付　平成18年 1 月 4 日（水）から 1月20日（金）まで
（土・日・祝日は除く）　＊受付時間は午前 8時30分から午後 5時
⑤書類提出先　特別養護老人ホーム真砂寮
4、その他
（1）受験申込書、履歴書、健康診断書は真砂寮で交付します。
（2）試験日は追って本人宛に通知します。
詳しくは、真砂寮（☎0596－72－2115）までお問い合わせください。

　南伊勢町・朗読ボランティア「さえずり会」「なぎさ会」では、
「広報・みなみいせ」をカセットテープに音訳し、目の不自由な
方や高齢者のみなさんに聞いていただいています。
　テープの必要な方は南伊勢町社会福祉協議会までご連絡くだ
さい。☎0599－66－1211
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日 月 火 水 木 金 土

●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●

町立南伊勢病院1月勤労者外来診療予定表
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

休診 休診 外科 整形外科
リハビリ 内科 内科

リハビリ

8 9 10 11 12 13 14

休診 休診 外科 整形外科
リハビリ 内科 内科

リハビリ

15 16 17 18 19 20 21

内科 休診 外科 整形外科
リハビリ 内科 内科

リハビリ

22 23 24 25 26 27 28

内科 休診 外科 整形外科
リハビリ 内科 内科

リハビリ

29 30 31

内科 休診

1月（1/4▶1/31） ごみ収集カレンダー

　

10

17

24

31

9

16

23

30

8

15

22

29

7

14

21

28

6

13

20

27

5

12

19

26

4

11

18

25

分別収集にご協力ください。
JANUARY

   月曜から金曜    　午後５時から午後７時まで

  　土　　曜　　　午前９時から午前11時30分まで

※都合により休診になる場合がありますので、病院まで確認をお願いします。 10599-66-0011

～風邪の予防を ! ～
　寒い季節は風邪をひきやすくなります。手洗いう
がいを心がけ、食事をしっかりとりウイルスに対す
る抵抗力を高めましょう。
（とりたい栄養と食品）
ビタミンＡ…粘膜や皮膚の細胞を保護し免疫力を強化し

て風邪予防に。
ほうれん草、小松菜、ニラ、人参、うなぎ、
レバー、かぼちゃ、春菊

ビタミンC…風邪ウイルスに対する抵抗力を高める。
柿、みかん、キウイ、いちご、ブロッコリー

 コレステロール教室
●1月6日（金）・20日（金）　午前10時～11時

 糖尿病食事教室（昼食付き）
●1月13日（金）・27日（金）    午前11時～午後12時30分
昼食付きです。付き添いの方にも500円で昼食を
お出しできます。

◆場　所　町立南伊勢病院 2 階会議室
◆申込み　10599-66-0011　管理栄養士 山本

資源ごみ
（紙類・布類・牛乳パック）
【五ヶ所・南海】

資源ごみ
（紙類・布類・牛乳パック）
【島津・吉津】燃えるごみ

その他プラスチック
白色トレー

缶・燃えないごみ
【五ヶ所・南海】
【島津・吉津】

燃えるごみ
ペットボトル

ビン・ガラス類
【五ヶ所・南海】
【島津・吉津】

粗大ごみ
【宿田曽・神原】

資源ごみ
（紙類・布類・牛乳パック）
【宿田曽・神原・穂原】燃えるごみ

その他プラスチック
白色トレー

缶・燃えないごみ
【宿田曽・神原・穂原】
【鵜倉・中島】

燃えるごみ
発泡スチロール

ビン・ガラス類
【宿田曽・神原・穂原】
【鵜倉・中島】

粗大ごみ
【五ヶ所】

燃えるごみ

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

な
ん
と
う
持
込
可

資源ごみ
（紙類・布類・牛乳パック）
【鵜倉・中島】

その他プラスチック
白色トレー

燃えるごみ
ペットボトル

ビン・ガラス類
【五ヶ所・南海】
【島津・吉津】

粗大ごみ
【南海・穂原】

燃えるごみ

缶・燃えないごみ
【宿田曽・神原・穂原】
【鵜倉・中島】

燃えるごみ
発泡スチロール

ビン・ガラス類
【宿田曽・神原・穂原】
【鵜倉・中島】燃えるごみ

南
勢
最
終
処
分
場

不
燃
物
持
込
可

成人の日

缶・燃えないごみ
【五ヶ所・南海】
【島津・吉津】
その他プラスチック
白色トレー

燃えるごみ

燃えるごみ


